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☆ 

十
一
月
例
会
は
休
会
で
す
。 

 

代
わ
り
に
希
望
者
で
情
報
交
換

会
を
開
き
ま
す
。
申
込
は
岸
ま
で 

(

０
９
０-

８
８
８
２-

５
５
３
７)

 

日
時 

11
月
12
日(

土)

午
前
十

時
～
十
二
時 

昼
食
は
希

望
が
あ
れ
ば
設
定
可 

会
場 

丹
波
の
森
公
苑
２
階 

談
話
コ
ー
ナ

ー
内
容
①
「
私
の
古
文
書
勉
強
法
」 

(

各
自
の
勉
強
法
を
発
表) 

②
「
情
報
交
換
…
私
が
調
べ

て
い
る
こ
と
や
知
り
た
い

事
。(

各
自
発
表)

」 
 

③ 

そ
の
他 

 

☆ 

十
二
月
例
会 

日
時 

12
月
18
日(

日)
 

午
前
十
時
～ 

会
場 

青
垣
住
民
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室 

会
場
準
備
係(

敬
称
略) 

蘆
田
榛
五
・
高
見
勉
・
山
内
順
子 

※ 

年
度
当
初
の
当
番
表
通
り
と 

   

  

し
、
該
当
月
が
休
会
の
場
合
は
、
免

除
す
る
も
の
と
す
る
。 

 ☆ 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て 

 

日
時 

12
月
18
日(

日)
 

午
後
一
時
半
か
ら
午
後
四
時
半

ま
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施 

 

青
垣
住
民
セ
ン
タ
―
午
後
一
時

半 

集
合
で
す
。
内
容
等
、
詳
細
は
川

口
代
表
か
ら
発
表
さ
れ
ま
す
。 

集
合
場
所 

青
垣
住
民
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室 

 

内
容(

概
要) 

 
 

「
青
垣
古
文
の
会
」
に
よ
る
活
動

説
明
、
古
文
書
解
説
・
鑑
賞
の
後
、

「
脇
本
陣
」
・
「
高
座
神
社
」
、
そ

れ
ぞ
れ
、
現
地
に
て
、
特
徴
や
歴
史

財
産
等
の
解
説
等
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
一
般
参
加
も
歓
迎
で
す
の

で
、
お
知
り
合
い
等
誘
い
合
わ
せ
て

参
加
下
さ
い
。 

 

参
加
費
１
人
３
０
０
円 

 

☆ 

「
市
民
活
動
実
践
グ
ル
ー
プ
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
２
０
１
７
」
に
つ
い

て 

 

丹
波
古
文
書
倶
楽
部
が
市
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
、
生
涯
学
習
・
地

域
貢
献
を
実
践
し
て
い
る
諸
団
体

の
活
動
や
課
題
に
つ
い
て
発
表
す

る
こ
と
で
市
民
へ
市
民
活
動
の
意

義
や
楽
し
さ
を
広
報
す
る
機
会
と

す
る
こ
と
を
目
標
に
以
下
の
よ
う

に
つ
ど
い
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

 

日
時 

平
成
29
年
2
月

11
日

(

土)

午
後
1
時
30
分
～ 

 

場
所 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

 

講
演 

萬
浪

ま
ん
な
み

佳よ
し

隆た
か

氏(

演
題
未
定)

 

兵
庫
県
公
民
館
連
合
会
会
長 

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

(

当
倶
楽
部
、他
4
団
体
選
定
中) 

 

作
品
展
示 

パ
ネ
ル
展
示 

 

後
援 

丹
波
市
・
丹
波
市
教
委
、

丹
波
県
民
局
他
、
諸
団
体

へ
申
請
予
定 

※ 

お
手
伝
い
で
き
る
人
を
募
集

中 

    
◆ 

柏
原
町
延
陽
伯
こ
と
岸
孝
明 

 
古
文
書
は
ボ
ケ
防
止
の
妙
薬
?! 

 

団
塊
世
代
の
私
は
革
命
を
夢
見

て
お
り
ま
し
た
。
故
在
っ
て
三
年
遅

れ
で
革
命
を
研
究
し
た
い
と
某
大

学
西
洋
史
学
専
攻
に
入
学
、
た
ち
ま

ち
そ
の
選
択
誤
り
に
気
付
き
ま
し

た
。 

 

日
本
の
西
洋
史
学
者
の
殆
ど
は

原
資
料
を
発
掘
・
読
み
解
く
の
で
は

な
く
、
現
地
学
者
の
論
文
を
評
論
し

て
い
る
だ
け
だ
と
気
付
い
た
の
で

す
。 以

来
、
高
校
の
教
師
を
し
な
が

ら
、
何
時
か
古
文
書
を
読
み
解
け
る

よ
う
に
な
り
た
い
、
そ
し
て
地
域
に

残
さ
れ
た
原
資
料
を
使
っ
て
さ
さ

や
か
な
成
果
を
残
し
た
い
、
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。 

 

定
年
退
職
後
、
丹
波
古
文
書
倶
楽

部
と
出
会
い
、
は
た
ま
た
気
付
き
ま

し
た
。
該
博
な
日
本
史
の
知
識
と
透

徹
し
た
史
観
、
そ
れ
に
鋭
い
問
題
意

識
が
な
い
と
古
文
書
は
た
だ
の
古

ぼ
け
た
文
書
の
束
。 

 

で
も
、
一
つ
だ
け
判
っ
た
事
が
あ

り
ま
す
。
崩
し
字
を
あ
あ
で
も
な
い

こ
う
で
も
な
い
と
、
推
論
し
な
が
ら

こ
の
字
だ
と
目
途
を
付
け
、
そ
れ
が

正
し
か
っ
た
時
の
喜
び
、
そ
れ
は
パ

ズ
ル
を
読
み
解
く
楽
し
さ
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
脳
を
活
性
化
さ
せ
、
新

し
い
知
識
を
学
ぶ
事
は
ボ
ケ
防
止

の
妙
薬
だ
と
言
う
事
で
す
。 

 
 

     

丹
波
古
文
書
倶
楽
部
会
報 

古

文

書

か
わ
ら
版 

事

務

連

絡
(

高

札

場

) 

発
行
者 

川
口
丹
波
守
利
和 

編
集
者 

延
陽
伯
こ
と
岸
孝
明 

発
行
所 

丹
波
古
文
書
倶
楽
部 

自

己

紹

介

(

口

上

) 

      

情

報

提

供

(

み
ち
し
る
べ) 
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本
会
会
員
で
、
市
島
史
実
研
究
会

会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
青

木
正
文
様
に
竹
田
地
区
の
神
輿
に

つ
い
て
次
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
解
説

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

丹
波
竹
田
祭
・
六
社
神
輿
の 

 

由
来
に
つ
い
て 

 

市
島
町
史
実
研
究
会 

青
木
正
文 

 

 

丹
波
竹
田
祭
は
上
・
中
・
下
竹
田

三
ヶ
村
六
神
社
の
合
同
祭
礼
で
、
上

竹
田
の
加
茂
神
社
、
中
竹
田
の
加
茂

神
社
・
一
宮
（
い
っ
き
ゅ
う
）
神
社

・
伊
都
伎
神
社
、
下
竹
田
の
二
宮
神

社
・
三
宮
神
社
か
ら
御
旅
を
し
て
来

た
六
社
の
神
輿
が
、
一
宮
神
社
に
勢

揃
い
し
、
奴
行
列
の
先
導
に
続
い
て

「
よ
い
さ
ー
、
よ
い
や
さ
ー
」
と
い

う
威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に

次
々
と
宮
入
（
み
や
い
り
）
す
る
と

い
う
勇
壮
な
お
祭
り
で
、
現
在
は
十

月
の
体
育
の
日
前
日
の
日
曜
日
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
、
寛
政
年
間
に
編
纂
さ

れ
た
歴
史
書
「
丹
波
志
」
や
、
地
元

に
遺
る
古
文
書
「
依
田
文
書
」
に
は
、

竹
田
三
ヶ
村
の
九
社
明
神
と
い
う

記
述
が
あ
り
、
領
主
の
違
い
を
超
え

て
の
お
参
り
が
あ
っ
た
ほ
か
、
祭
礼

日
も
同
じ
九
月
二
十
八
日
で
あ
っ

た
事
な
ど
、
当
時
前
山
郷
（
庄
）
と

呼
ば
れ
た
竹
田
三
ヶ
村
共
通
の
心

の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
九
社
明
神
が
、
江
戸
時
代
の

中
期
以
降
、
主
に
京
都
の
松
尾
大
社

の
摂
社
・
末
社
が
神
輿
を
造
り
替
え

た
時
、
古
い
神
輿
を
譲
渡
し
て
も
ら

う
形
で
徐
々
に
神
輿
を
整
え
て
い

き
、
江
戸
後
期
に
は
九
社
全
部
に
神

輿
が
揃
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
九
社

の
神
輿
が
一
斉
に
御
旅
所
で
あ
る

中
竹
田
の
一
宮
神
社
に
勢
揃
い
す

る
と
い
う
「
九
社
祭
（
く
し
ゃ
ま
つ

り
）
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
た
だ
、
何
時
か
ら
正

式
に
「
九
社
祭
」
と
し
て
始
ま
っ
た

か
の
詳
細
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
後
、
明
治
三
十
九
年
の
神
社

合
祀
令
を
受
け
て
、
上
竹
田
の
八
幡

神
社
が
加
茂
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
下

竹
田
で
は
高
野
・
日
附
（
あ
こ
う
）

・
九
日
（
く
に
ち
）
の
三
神
社
が
合

併 し
て
三
宮
神
社
と
な
っ
た
為
、
大
正 

の
始
め
か
ら
は
そ
れ
ま
で
の
「
九
社

祭
」
が
現
在
の
「
六
社
祭
」
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。 

 

六
社
の
神
輿
が
そ
れ
ぞ
れ
、
何

時
、
何
処
か
ら
や
っ
て
来
た
の
か

は
、
未
だ
そ
の
全
容
を
明
ら
か
に
す

る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在

解
明
出
来
て
い
た
り
、
推
定
で
き
る

事
を
含
め
て
、
六
社
の
神
輿
の
由
来

を
ご
紹
介
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

・
上
竹
田
加
茂
神
社 

現
在
の
神
輿
は
、
松
尾
大
社
の
末

社
四
之
社
（
四
之
大
神
と
言
っ
て
、

四
季
を
司
る
神
）
か
ら
文
化
元
年

（
１
８
０
４
）
に
譲
渡
さ
れ
て
い
ま

す
。 但

し
最
近
、
寛
政
四
年
（
１
７
９

２
）
に
先
代
の
神
輿
が
一
宮
神
社
に

御
旅
を
し
た
帰
り
に
騒
ぎ
を
起
こ

し
た
と
の
古
文
書
が
発
見
さ
れ
、
し

か
も
こ
の
御
旅
は
往
古
か
ら
あ
っ

た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
神
輿
の
存

在
は
か
な
り
遡
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

 

・
中
竹
田
加
茂
神
社 

 

神
鏡
に
は
寛
文
十
三
年
（
１
６
７

３
）
松
尾
大
宮
大
明
神
の
文
字
が
あ

り
、
松
尾
摂
社
大
宮
社
か
ら
譲
渡
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
期
は
不
明
。 

 
・
中
竹
田
一
宮
神
社 

こ
の
神
輿
は
松
尾
末
社
四
之
社
で

文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
に
新
造
さ

れ
た
と
取
れ
る
墨
書
が
あ
り
、
一
宮

神
社
は
そ
の
神
輿
を
天
保
２
年
（
１

８
３
１
）
に
譲
り
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
文
化
元
年
に
四
之
社
で
造
り

替
え
ら
れ
た
古
い

方
の
神
輿
が
、
上

記
上
竹
田
加
茂
神

社
に
譲
渡
さ
れ
て

来
た
も
の
と
推
定

さ
れ
ま
す
。 

 

・
中
竹
田
伊
都

伎
神
社 

 

宝
永
六
年
（
１

７
０
９
）
領
主
萩

原
家
（
京
都
吉
田

神
社
の
分
家
で
公

卿
）
の
斡
旋
で
上

賀
茂
神
社
系
の
神

社
か
ら
譲
渡
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
菊
の
紋
を
許

さ
れ
、
六
社
中
唯

一
の
鳳
輦
（
ほ
う
れ
ん
）
神
輿
で
す
。 

 

・
下
竹
田
二
宮
神
社 

 

現
在
の
神
輿
は
、
弘
化
二
年
（
１

８
４
５
）
松
尾
摂
社
宗
像
神
社
か
ら

珍
し
い
狛
犬
付
き
の
神
輿
と
し
て

や
っ
て
来
ま
し
た
。
先
代
の
神
輿
も

松
尾
摂
社
櫟
谷(

い
ち
た
に)

神
社

か
ら
延
享
年
間
に
も
た
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

・
下
竹
田
三
宮
神
社 

 

三
宮
神
社
は
、
下
竹
田
三
社
が

合
併
し
て
明
治
四
十
四
年
に
誕
生

し
ま
し
た
。
神
輿
は
旧
高
野
神
社
の



丹波古文書倶楽部会報 『古文書かわら版』第５号              平成２８年 10 月 8 日発行 

- 3 - 

も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
来
歴
に

つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で

す
。 

 

   


